

















綱領の名は『映画制作倫理綱領（The Motion Picture Production Code）』＊１である。この
綱領は、１９３０年に「アメリカ映画制作者配給者協会（Motion Picture Producers and
Distributors of America, Inc., MPPDA）」によって制定されたもので、１９２２年よりアメリ
カ映画制作者配給者協会会長を務めていたウィル・ヘイ（Will Hay）の名を取って「ヘ
イズ・コード」とも呼ばれる。そして、このヘイズ・コードは、１９３４年より、映画制


















































































































































































































































＊９ 「不快」については、Joel Feinberg, “Offences to Others”, Oxford.U.P.,１９８７.を参
照のこと。






＊１６ Joel Feinberg, ibd..
＊１７ Michael. J. Sandel, ‘Morality and the Liberal Ideal’ in Michael. J. Sandel, “Public
Philosophy”, Harvard U.P.,２００６，邦訳「道徳性とリベラリズムの理想」菊池理夫
訳『リベラリズムと正義の限界』に収録、勁草書房、２００９、p.２５１。
＊１８ 言うまでもなく、「権利を重視する倫理」の代表例はジョン・ロールズの正議
論である。
＊１９ Ibd.,p.２５４。
＊２０ Ibd.,pp.２５４－２５５。
＊２１ 菊池理夫『日本を甦らせる政治思想―現代コミュニタリアニズム入門』、講談
社、２００７、pp.４２－４３。
＊２２ Ibd.,p.５４。
東北文教大学・東北文教大学短期大学部紀要 第１号
―１２０―
